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子
ど
も
の
発
達
を
め
ぐ
っ
て

～
人
類
史
的
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～

山
崎

健
（
新
潟
大
学
）

は
じ
め
に

子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の
発
達
を
め
ぐ
っ
て
、
受

精
か
ら
誕
生
を
経
て
成
長
し
て
ゆ
く
個
体
発
生
の

プ
ロ
セ
ス
が
、
生
命
の
誕
生
か
ら
４
０
億
年
を
経
た

進
化
（
系
統
発
生
）
の
プ
ロ
セ
ス
と
何
ら
か
の
関
連

性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
は
、
１

９
世
紀
の
比
較
発
生
学
か
ら
始
ま
り
多
く
の
論
争

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
ヘ
ッ
ケ
ル
の
反
復
説
（
個

体
発
生
は
系
統
発
生
を
繰
り
返
す
と
要
約
さ
れ

る
・
・
生
物
の
教
材
に
も
未
だ
に
あ
る
？
）
」
を
め
ぐ

る
論
争
は
そ
の
典
型
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
個
体
発

生
が
一
体
「
ど
の
レ
ベ
ル
の
系
統
発
生
」
か
ら
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
も
そ
も
“
繰
り
返
す
”
と

い
う
表
現
自
体
が
妥
当
な
の
か
も
含
め
論
議
の
尽

き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
達
「
現
生
人
類
」
の
す
べ
て
に
つ
な
が
る
祖
先

は
、
お
よ
そ
２
０
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
「
人

種
」
も
「
宗
教
」
も
「
貧
富
」
す
ら
な
い
世
界
で
し

た
。ヒ

ト
の
特
徴
は
「
高
い
文
化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
結
果
と
し

て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
に
は
６
０
０
～
７
０
０
万
年
の
人
類
史
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す
。
香
原
（
１
９
７
５
）
は
、
直
立

姿
勢
（
歩
行
）
が
す
べ
て
の
始
ま
り
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
様
々
な
人
類
学
的
特
徴
を
指
摘
し

ま
し
た
。
（
図
１
）

子
ど
も
の
発
達
過
程
に
お
け
る
身
体
運
動
の
役

割
を
考
え
る
と
き
に
、
こ
の
人
類
史
的
プ
ロ
セ
ス
は

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
身
体
運

動
（
遊
び
）
は
、
こ
の
人
類
学
的
特
徴
を
い
わ
ば
「
追

体
験
」
し
な
が
ら
発
達
を
促
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
下
肢
の
強
大
化
で
歩
き
廻
る
こ
と
、
上

肢
の
開
放
に
よ
り
手
先
を
器
用
に
使
い
道
具
を
作

る
こ
と
、
社
会
性
の
発
達
と
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
高
度
化
な
ど
、「
火
遊
び
」
も
含
め
た
身
体
運

動
（
遊
び
）
の
意
義
が
大
き
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま

す
。人

類
発
生
史
は
、
大
き
く
分
け
て
「
猿
人
」「
原
人
」

「
旧
人
類
」「
現
人
類
」
と
さ
れ
、
創
り
出
し
た
も
の

か
ら
は
「
旧
石
器
時
代
」「
中
石
器
時
代
」「
新
石
器

時
代
」
な
ど
の
分
類
も
あ
り
ま
す
。
リ
ー
バ
ー
マ
ン

（
２
０
１
５
）
は
、
第
一
の
変
化
：
類
人
猿
か
ら
分

岐
し
て
直
立
二
足
歩
行
に
進
化
、
第
二
の
変
化
：
最

初
の
子
孫
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
が
雑
食
化
、

第
三
の
変
化
：
約
二
百
万
年
前
、
現
生
人
類
に
近
い

身
体
と
や
や
大
き
く
な
っ
た
脳
を
進
化
さ
せ
最
初

図 1 直立姿勢と他の人類学的特徴との連関
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の
狩
猟
採
集
民
へ
、
第
四
の
変
化
：
旧
人
類
の
狩
猟

採
集
民
が
繁
栄
し
旧
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に

拡
散
、
第
五
の
変
化
：
現
生
人
類
が
、
言
語
、
文
化
、

協
力
と
い
う
特
殊
能
力
を
進
化
さ
せ
急
速
に
地
球

全
体
に
拡
散
し
、
唯
一
生
き
残
っ
た
人
の
種
と
な
っ

た
、
と
分
類
し
、
更
に
、
第
六
に
農
業
革
命
、
第
七

に
産
業
革
命
を
指
摘
し
ま
す
。

最
初
に
立
ち
上
が
っ
た
ヒ
ト
の
祖
先

私
達
人
類
と
最
も
近
い
種
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と

ボ
ノ
ボ
（
小
型
）
で
、
お
よ
そ
五
〇
〇
～
八
〇
〇
万

年
前
に
最
終
共
通
祖
先
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
別
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
直
立
二
足
歩
行
の
発

生
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
も
移
動
方
法
の
革
新
が
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
伊
藤
、
二
つ
の

運
動
革
命
）
。
そ
れ
は
１
８
０
０
０
年
前
か
ら
樹
上

生
活
を
行
っ
て
い
た
プ
ロ
コ
ン
ス
ル
と
い
う
サ
ル

か
ら
の
進
化
の
過
程
で
、
枝
か
ら
枝
を
ぶ
ら
下
が
っ

て
移
動
す
る
「
腕
歩
行
（
ブ
ラ
キ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
」
に

適
応
し
た
上
肢
や
肩
甲
骨
の
可
動
域
、
掌
の
進
化
と

背
骨
（
脊
柱
）
の
直
線
化
、
垂
直
木
登
り
能
力
の
拡

大
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
背
骨
は
立
ち
上
が
る
ま
で
は
ま
っ
す
ぐ
で
、

直
立
が
可
能
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
大
人
の
よ
う

に
頸
で
前
弯
、
背
中
で
後
弯
、
腰
で
前
弯
と
な
っ
て

き
ま
す
。

ヒ
ト
の
祖
先
は
何
故
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
雨
林
の

外
敵
も
な
く
豊
富
な
果
実
が
あ
っ
た
快
適
な
環
境

か
ら
草
原
に
進
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

熱
帯
雨
林
の
東
側
で
は
、
地
殻
変
動
に
よ
り
ア
フ

リ
カ
大
地
溝
帯
（
リ
フ
ト
バ
レ
ー
）
が
生
ま
れ
、
サ

バ
ン
ナ
化
が
進
み
熱
帯
雨
林
が
消
滅
し
て
食
糧
事

情
が
悪
化
し
移
動
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
チ
ャ
ド
な
ど
熱
帯
雨
林
の
２
５
０
０
ｋ
ｍ

西
端
側
で
も
鬱
蒼
と
し
た
森
林
が
散
在
す
る
環
境

で
大
き
な
湖
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
に
立
ち
上
が
っ
た
ヒ
ト
の
化
石
は
、
東
側
ケ

ニ
ア
で
は
３
２
０
万
年
前
と
さ
れ
る
有
名
な
ア
フ

ァ
ー
ル
猿
人
ル
ー
シ
ー
、
西
側
チ
ャ
ド
で
は
７
０
０

万
年
前
と
さ
れ
る
ト
ゥ
ー
マ
イ
（
頭
骨
な
ど
）
と
名

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。（
２
０
０
１
年
、
ケ
ニ
ア
で

６
２
０
万
年
前
の
オ
ロ
リ
ン
猿
人
の
化
石
が
発
見

さ
れ
て
い
る
）

現
生
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
も
、
訓

練
に
よ
り
直
立
二
足
歩
行
は
可
能
で
す
。
こ
れ
は
樹

上
生
活
で
の
最
初
の
運
動
革
命
が
可
能
と
し
て
い

る
の
で
す
が
、
類
人
猿
は
、
熱
帯
雨
林
に
残
り
直
立

二
足
歩
行
と
い
う
選
択
は
し
な
か
っ
た
（
必
要
が
な

か
っ
た
）
の
で
す
。

ア
フ
ァ
ー
ル
猿
人
に
代
表
さ
れ
る
猿
人
（
ア
ウ
ス

ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
：
南
の
サ
ル
と
い
う
学
名
）
は
、

脳
容
積
は
小
さ
く
手
が
長
く
脚
は
短
く
、
サ
ル
の
特

徴
を
多
く
残
し
て
い
た
の
で
す
が
、
骨
盤
や
大
腿
骨

の
形
状
、
頭
骨
の
脊
髄
接
合
位
置
な
ど
か
ら
「
直
立

二
足
歩
行
」
が
可
能
で
あ
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
故
直
立
し
二
足
歩
行
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
視
野
の
拡
大
や
採
集
生
活
で
の
道
具
や
食
物

の
保
持
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
（
初
期
的
な
二
足
歩

行
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
い
）
な
ど
様
々
な

仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
原
（
１
９
８
５
）

は
直
立
の
理
由
を
、
道
具
の
使
用
や
視
野
の
拡
大
、

相
手
へ
の
威
嚇
等
と
し
て
「
立
っ
て
道
具
を
も
っ
た

ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
期
人
類
は
当
然
木
登
り
も
可
能
で
あ
り
、

最
近
で
は
、
ア
フ
ァ
ー
ル
猿
人
ル
ー
シ
ー
は
木
か
ら

落
ち
た
傷
が
も
と
で
死
亡
し
た
と
の
仮
説
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
果
実
か
ら
硬
い
塊
茎
、
種
子
、

茎
な
ど
狩
猟
採
集
生
活
に
伴
う
「
雑
食
化
」
は
、
前

歯
の
後
退
と
臼
歯
の
強
大
化
に
よ
り
顎
構
造
の
変

化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。
ま
た
、
食

料
の
限
ら
れ
た
狩
猟
採
集
生
活
で
は
、
根
茎
や
塊
茎
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や
球
根
な
ど
の
炭
水
化
物
の
多
い
地
下
貯
蔵
器
官

の
採
集
を
は
じ
め
多
く
の
移
動
距
離
を
必
要
と
し
、

約
４
０
０
万
年
前
ま
で
に
は
よ
り
常
習
的
で
効
率

的
な
二
足
歩
行
の
た
め
の
適
応
が
あ
ら
わ
れ
は
じ

め
た
と
し
て
い
ま
す
。
発
汗
に
よ
る
体
温
調
節
機
能

も
長
距
離
歩
行
者
と
す
る
べ
き
強
い
選
択
肢
で
、
ま

た
踵
の
骨
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
適
応
で
あ
っ
た

と
し
て
い
ま
す
。

第
三
の
変
化
・
狩
猟
採
集
民

現
生
人
類
に
近
い
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
（
直
立
す

る
ヒ
ト
）
は
２
０
０
万
年
か
ら
３
０
０
万
年
前
の
氷

河
期
に
発
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
猿
人
」
か

ら
「
原
人
」
へ
の
進
化
で
す
。

埴
原
（
２
０
０
４
）
は
、
２
５
０
万
年
前
頃
に
は

有
名
な
「
ホ
モ
・
ハ
ビ
リ
ス
（
才
能
あ
る
人
）」
が
、

オ
ル
ド
ワ
ン
文
化
と
呼
ば
れ
る
石
器
製
作
を
始
め

て
お
り
、
手
の
骨
の
形
状
か
ら
精
密
把
握
を
可
能
と

す
る
「
拇
指
対
置
性
」
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
ま
す
。
つ
ま
り
手
は
「
移
動
手
段
」
か
ら
解
放

さ
れ
た
の
で
す
。

リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
狩
猟
採
集
の
変
化
は
、
肉
の

摂
取
や
食
物
採
集
で
の
道
具
使
用
、
生
存
戦
略
と
し

て
の
仲
間
同
士
の
密
な
協
力
と
食
料
の
均
等
な
分

配
な
ど
を
進
化
さ
せ
た
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

狩
猟
採
集
に
少
な
く
と
も
６
Ｋ
ｍ
移
動
し
、
体
重
５

０
ｋ
ｇ
の
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
の
女
性
は
、
子
ど
も

を
抱
え
て
い
れ
ば
一
日
当
た
り
３
０
０
０
～
４
５

０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
必
要
し
た
と
推
定
し
て
い

ま
す
。
当
然
母
親
一
人
で
は
そ
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
賄
え
ず
、
祖
母
、
姉
妹
、
い
と
こ
、
叔
母
、
加

え
て
男
性
の
狩
猟
と
腐
肉
漁
り
と
い
う
共
同
生
活

が
な
け
れ
ば
生
存
し
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
石
器
を
使
う
こ
と
に
よ
り
食
料
を

加
工
（
裁
断
）
し
消
化
効
率
を
高
め
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
狩
猟
採
集
生
活
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、

ホ
モ
属
は
「
脂
肪
蓄
積
」
と
い
う
戦
略
を
と
り
ま
し

た
。
特
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
脳
は
身
体
が
必
要
と

す
る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
２
０
～
２
５
％
を
消
費
し

ま
す
。
類
人
猿
の
体
脂
肪
率
が
数
％
な
の
に
ヒ
ト
の

体
脂
肪
率
が
高
い
の
は
こ
の
頃
の
適
応
の
結
果
（
レ

ガ
シ
ー
）
な
の
で
す
。

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
の
体
型
は
、
直
立
二
足
歩
行

に
完
全
に
適
応
し
、
長
い
脚
と
長
い
ア
キ
レ
ス
腱
、

完
全
な
土
踏
ま
ず
と
く
び
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
、
発
汗
機
能
の
発
達
と
相
ま
っ
て
走
る

こ
と
の
で
き
る
身
体
と
な
り
、
３
０
ｋ
ｍ
程
度
を
移

動
す
る
「
持
久
狩
猟
」
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
持
久

狩
猟
と
は
、
熱
い
昼
間
、
発
汗
機
能
の
な
い
大
型
哺

乳
類
を
断
続
的
に
追
い
ま
わ
し
、
致
命
的
な
体
温
上

昇
を
与
え
て
熱
射
病
で
倒
す
と
い
う
戦
略
で
す
（
サ

ン
族
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な

ど
で
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
）
。「
投
げ
る
」
能
力

も
、
可
動
域
の
大
き
な
腰
、
幅
広
な
で
肩
、
横
向
き

の
肩
関
節
、
か
な
り
伸
び
る
手
首
な
ど
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
１
９
０
万
年
前
ア
フ
リ
カ
で
進
化
し
た

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
旧
世
界

に
散
ら
ば
り
、
１
８
０
万
年
前
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
１

６
０
万
年
前
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ま
で
進
出
し

ま
し
た
（
ジ
ャ
ワ
原
人
や
北
京
原
人
が
有
名
）。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
誕
生

有
名
な
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
ヒ
ト
と
別
れ

た
最
後
の
「
い
と
こ
」
と
い
わ
れ
、
ホ
モ
・
エ
レ
ク

ト
ス
か
ら
進
化
し
て
「
出
ア
フ
リ
カ
」
を
果
た
し
た

原
人
（
ホ
モ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ゲ
ン
シ
ス
？
）
か
ら

４
０
万
年
前
に
発
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部

の
生
活
に
寒
冷
適
応
し
て
、
体
格
が
大
き
い
（
筋
肉

量
と
熱
生
産
）
こ
と
、
脳
容
積
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
埴
原
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は
、
気
候
変
動
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
西
ア
ジ
ア

に
か
け
て
移
動
し
、
後
発
の
「
出
ア
フ
リ
カ
」
を
果

た
し
た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
の
競
争
に
破
れ
３
万

年
程
前
に
は
急
速
に
姿
を
消
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
８
万
年
前
に
は

「
ム
ス
テ
ィ
エ
文
化
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
文
化
伝

統
を
持
ち
、
死
者
の
丁
寧
な
埋
葬
と
花
を
添
え
た
可

能
性
（
大
量
の
花
粉
が
出
土
）
や
４
０
歳
と
推
定
さ

れ
る
右
腕
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
男
性

の
化
石
か
ら
「
弱
者
を
支
え
る
家
族
愛
」
の
可
能
性

す
ら
あ
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
。

「
ヒ
ト
の
心
」
の
誕
生
は
、
２
０
万
年
前
の
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
か
ら
で
は
な
く
、
旧
人
類
の
狩
猟
採
集

生
活
で
の
「
助
け
合
い
」
や
「
分
か
ち
合
い
」
か
ら

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
６
万
年
前
の
２
回
目
の

「
出
ア
フ
リ
カ
」
に
成
功
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

埴
原
も
指
摘
す
る
「
ふ
た
つ
の
出
ア
フ
リ
カ
」
に
つ

い
て
、
大
坪
（
２
０
１
４
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
カ

ル
メ
ル
山
の
遺
跡
取
材
か
ら
、
１
２
万
年
前
と
６
万

年
前
の
違
い
が
石
器
に
見
ら
れ
る
「
文
化
的
進
化
」
、

特
に
「
投
げ
る
槍
の
尖
頭
器
（
石
器
）
」
と
「
投
擲
具
」

に
あ
っ
た
と
の
ス
ト
ー
ニ
ィ
ブ
ル
ッ
ク
大
学
の
シ

ェ
イ
博
士
の
仮
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
投
擲
具
」
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
用
い

て
い
た
直
接
獲
物
を
狙
う
２
～
３
メ
ー
ト
ル
の
槍

と
異
な
り
、
細
身
の
槍
の
後
ろ
に
引
っ
掛
け
て
１
０

０
メ
ー
ト
ル
程
飛
ば
す
こ
と
の
で
き
る
補
助
具
で

す
（
図
２
）
。
こ
れ
は
、
マ
ン
モ
ス
等
の
大
型
哺
乳
類

だ
け
で
は
な
く
、
シ
カ
や
ウ
サ
ギ
、
魚
な
ど
多
様
な

動
物
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
豊
富
に
し
、
結
果
と
し
て

集
団
の
繁
殖
を
加
速
し
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
を

凌
駕
し
ま
し
た
。

埴
原
は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
相
対
的
に
大

き
な
脳
と
華
奢
な
か
ら
だ
で
、
脳
容
積
は
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
よ
り
も
平
均
し
て
小
さ
い
が
、
構
造
上

「
前
頭
野
」
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
成
長
の
遅
れ
と

長
命
化
を
指
摘
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
生
活
に
適

応
す
る
た
め
の
こ
と
ば
に
か
か
わ
る
様
々
な
文
化

の
習
得
や
伝
達
を
可
能
に
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

浅
井
（
２
０
１
４
）
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
取

材
か
ら
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
７
万
５
０
０
０
年

ほ
ど
前
に
、
貝
で
作
っ
た
首
飾
り
（
レ
イ
）
を
交
流

の
証
と
し
て
交
換
し
、
７
万
４
０
０
０
年
前
の
ト
バ

山
大
噴
火
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
干
ば
つ
と
寒
冷

化
の
進
行
の
時
代
も
黒
曜
石
で
で
き
た
尖
頭
器
（
強

力
な
威
力
を
持
つ
矢
じ
り
）
を
７
０
Ｋ
ｍ
を
超
え
て

交
換
（
有
用
な
道
具
で
あ
る
と
と
も
に
友
好
交
流
の

証
で
も
あ
っ
た
）
し
て
い
た
と
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
の

ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
博
士
の
仮
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
に
は
こ
の
よ
う
な
広
域
交
流
は
な
か
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
）

つ
ま
り
「
ヒ
ト
の
心
」
は
、「
文
化
を
交
流
し
交
換

し
分
ち
あ
う
生
存
戦
略
」
に
支
え
ら
れ
た
「
進
化
（
体

と
文
化
の
二
人
三
脚
：
埴
原
）
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
発
達
を
め
ぐ
っ
て

こ
の
よ
う
に
６
０
０
～
７
０
０
万
年
に
わ
た
っ

て
形
成
さ
れ
て
き
た
私
た
ち
現
生
人
類
の
「
心
と
か

図 2 投擲具（アボリジニの“ウーメラ”）

ＮＨＫ放映：ヒューマンより
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ら
だ
」
は
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
直
立
二
足
歩
行
か
ら
、
手
の

移
動
手
段
か
ら
の
解
放
、
道
具
の
作
成
と
使
用
、
共

同
性
の
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
ト
の
心

と
文
化
の
形
成
と
い
っ
た
人
類
史
の
出
来
事
は
極

め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
日
に
何
Ｋ
ｍ
も
移
動
し
て
狩
猟
採
集
生
活
を

続
け
、
３
０
Ｋ
ｍ
も
移
動
し
て
持
久
狩
猟
を
行
っ
て

い
た
私
た
ち
の
祖
先
の
本
質
は
未
だ
に
私
た
ち
の

身
体
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
の
出
と
日
の
入
り

に
左
右
さ
れ
て
い
た
私
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、
朝

の
光
に
よ
る
体
内
時
計
の
リ
セ
ッ
ト
や
セ
ロ
ト
ニ

ン
と
い
う
活
性
化
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
し
昼
間

の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
メ

ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
睡
眠
誘
発
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し

生
活
リ
ズ
ム
を
一
定
に
し
ま
す
。
夜
更
か
し
や
朝
の

不
活
発
さ
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
の
変
調
が
身
体
的

不
調
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
こ
の
こ
と
が
背
景
に

あ
る
の
で
す
。

リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
現
代
人
の
健
康
問
題
を
「
進

化
的
ミ
ス
マ
ッ
チ
病
（
デ
ィ
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
）
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
と
環
境
と
の
相

互
作
用
の
変
化
に
適
応
の
理
論
を
あ
て
は
め
た
も

の
で
す
。
旧
石
器
時
代
以
来
の
私
た
ち
の
身
体
が
、

現
代
の
特
定
の
行
動
や
条
件
に
十
分
に
適
応
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
病
気
で
、
私
た
ち
の
身
体

は
「
健
康
の
た
め
」
で
は
な
く
「
生
存
能
力
と
繁
殖

能
力
を
高
め
る
た
め
の
選
択
」
と
し
て
適
応
し
て
き

た
と
指
摘
し
ま
す
。

６
０
０
万
年
に
も
わ
た
る
人
類
の
進
化
史
の
中

で
、
農
業
の
発
生
は
１
万
年
前
、
産
業
革
命
は
わ
ず

か
２
５
０
年
前
の
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
運

動
不
足
や
極
度
の
加
工
食
品
（
高
Ｇ
Ｉ
食
品
）
摂
取
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
睡
眠
の
質
の
低
下
な
ど
は
、
体
脂

肪
の
過
剰
蓄
積
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
、

２
型
糖
尿
病
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
一
部
の
が
ん
、

虫
歯
、
う
つ
、
近
視
な
ど
を
誘
発
し
て
健
康
を
脅
か

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
健
康
障
害
は
当
然
子
ど
も
た
ち
に
も

反
映
し
ま
す
。
人
類
発
展
史
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
運
動
遊
び
、
共
同
体
（
子
ど
も
社
会
）
で
の

実
体
験
を
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
良
質
な
睡

眠
、
繊
維
質
を
含
ん
だ
多
様
な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

の
減
少
は
重
大
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
喜
怒
哀
楽
と
い
っ
た
感
情
表
現
、
情
熱
、

意
欲
の
豊
か
さ
と
い
っ
た
心
の
健
康
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
感
情
と
関
わ
る
大
脳
辺
縁
系
の

「
扁
桃
体
」
は
、
共
同
体
で
の
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
前
頭
前
野
４
６
野
（
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
に
関
与
）
と
の
連
携
を
深
め
豊
か
な
感
情

を
表
出
し
ま
す
。
忙
し
く
な
っ
て
心
に
余
裕
が
な
く

な
る
と
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
の
で
す
。

有
酸
素
運
動
の
実
施
が
、
意
欲
に
関
係
す
る
大
脳

辺
縁
系
の
「
帯
状
回
」
と
関
連
す
る
帯
状
皮
質
運
動

野
や
「
扁
桃
体
」
と
関
連
す
る
前
頭
前
野
４
６
野
を

増
大
さ
せ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ま
で
遊
ぶ
の
は
こ
の
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
類
の
文
化
的
適
応
の
行
方

埴
原
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
文
化
的
適
応
」
は
人

類
の
進
化
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

居
石
（
２
０
１
４
）
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ

ナ
イ
の
「
魔
法
の
コ
イ
ン
（
銀
貨
）
」
に
つ
い
て
の
取

材
か
ら
、
原
始
貨
幣
（
大
麦
や
油
脂
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ

の
実
）
で
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
社
会
の
仕
組
み
と
ヒ

ト
の
心
の
変
化
に
つ
い
て
、
「
コ
イ
ン
の
出
現
は
富

や
繁
栄
は
永
久
に
続
く
、
た
め
続
け
て
無
限
の
富
を

築
こ
う
と
い
う
『
も
っ
と
欲
し
い
』
と
い
う
人
間
本

来
の
欲
望
に
火
を
つ
け
た
」
と
の
ホ
ー
リ
ー
ク
ロ
ス

大
学
の
マ
ー
テ
ィ
ン
博
士
の
指
摘
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
人
類
は
、
産
業
革
命
を
経
て
現
代
資
本
主

義
に
突
入
し
ま
す
。
資
本
（
お
金
）
が
人
格
を
持
ち
、
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生
活
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
富
と

貧
困
、
格
差
と
差
別
、
紛
争
と
暴
力
が
広
が
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
現
代
に
渦
巻
く
差
別
や
暴
力
は
、
厳
し

い
狩
猟
採
集
生
活
の
中
で
「
協
力
し
分
か
ち
合
う
心
」

そ
し
て
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
至
っ
て
の
「
文
化
を

交
流
し
分
か
ち
合
う
生
存
戦
略
」
と
い
う
「
ヒ
ト
の

心
の
本
姓
」
と
の
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
障
が
い
を
持
っ
た
者
を
種
族
の
生
き
残
り
の

た
め
に
排
除
す
る
こ
と
」
が
本
来
の
生
物
の
適
者
生

存
の
戦
略
で
あ
る
と
主
張
し
、
種
族
の
生
存
の
た
め

に
他
の
種
族
を
抑
圧
す
る
こ
と
は
当
然
の
選
択
肢

で
あ
る
と
す
る
考
え
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ネ
ア
ン

デ
ル
タ
ー
ル
人
で
す
ら
片
腕
が
不
自
由
な
仲
間
を

４
０
歳
ま
で
支
え
て
い
ま
し
た
。
人
類
は
長
い
歴
史

の
中
で
、
弱
者
や
障
が
い
者
を
排
除
す
る
こ
と
を

「
非
人
道
的
」
で
あ
る
と
す
る
近
現
代
的
な
「
文
化

的
適
応
」
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浅
井
は
、
現
在
で
も
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
は

種
族
間
の
紛
争
や
殺
し
合
い
が
あ
り
、
戦
い
の
踊
り

で
は
高
濃
度
の
「
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
男
性
ホ
ル
モ

ン
）
」
が
分
泌
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
す

る
こ
と
。
攻
撃
す
る
能
力
、
殺
す
能
力
が
人
間
の
生

物
学
的
仕
組
み
の
一
部
と
し
て
人
間
の
本
質
に
深

く
根
付
い
て
い
る
と
の
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
の
ザ

ッ
ク
博
士
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ザ

ッ
ク
博
士
は
ま
た
、
ヒ
ト
に
は
相
手
を
こ
の
上
な
く

愛
し
く
思
う
「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

も
分
泌
さ
れ
、
こ
れ
が
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
拮
抗
シ

ス
テ
ム
（
攻
撃
的
で
利
己
的
な
行
動
を
抑
制
）
と
し

て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
ま
す
。

あ
る
意
味
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
お
祭
り
の
創
出
は
、

こ
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
っ

た
元
々
の
「
殺
し
合
い
」
に
か
か
わ
る
身
体
シ
ス
テ

ム
の
「
文
化
的
適
応
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

人
類
は
、
貧
困
や
格
差
、
差
別
、
紛
争
と
暴
力
と

い
っ
た
人
類
史
上
最
大
の
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
に
対
し

て
、
文
化
や
思
想
、
科
学
や
技
術
、
芸
術
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
「
適
応
」
の
答
え
を

求
め
続
け
て
ゆ
く
宿
命
を
背
負
っ
て
い
る
も
の
だ

と
思
う
の
で
す
。

（
参
考
文
献
）

・

伊
藤
嘉
昭
、
人
類
の
起
源
、
紀
伊
国
屋
書
店
（
１
９
６

６
）

・

浅
井
健
博
、
協
力
す
る
人
・
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
旅
立
ち

／
耕
す
人
・
農
耕
革
命
（
Ｈ
Ｎ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
ぜ
ヒ
ト
は
人
間
に
な
れ
た
の
か
）、
角

川
書
店
（
２
０
１
４
）

・

居
石
麻
里
、
交
換
す
る
人
・
そ
し
て
お
金
が
生
ま
れ
た

（
Ｈ
Ｎ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
ぜ
ヒ

ト
は
人
間
に
な
れ
た
の
か
）
、
角
川
書
店
（
２
０
１
４
）

・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
ヒ
ト
と
サ
ル
が
別
れ
た
日
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ビ
デ
オ
（
１
９
９
５
）

・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
人
類
誕
生

最
古
の
化
石
ト
ゥ
ー

マ
イ
の
物
語
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
（
２
０
０
９
）

・

大
坪
太
郎
、
投
げ
る
人
・
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
果

て
に
（
Ｈ
Ｎ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な

ぜ
ヒ
ト
は
人
間
に
な
れ
た
の
か
）、
角
川
書
店
（
２
０
１

４
）

・

小
原
秀
雄
、
人
［
ヒ
ト
］
に
成
る
、
大
月
書
店
（
１
９

８
５
）

・

香
原
志
勢
、
人
類
生
物
学
入
門
、
中
公
新
書
（
１
９
７

５
）

・

埴
原
和
郎
、
人
類
の
進
化
史
～
２
０
世
紀
の
総
括
～
、

講
談
社
（
２
０
０
４
）

・

Ｄ
・
Ｅ
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
：
塩
原
通
緒
訳
、
人
体
６
０

０
万
年
史
（
上
・
下
）、
早
川
書
房
（
２
０
１
５
）


